錯体
錯体（さくたい、complex）もしくは錯塩（さくえん、complex salt）とは、配位結合や水素結合によって形成された分子性化合物の総称である。狭義には、金属

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8E%9F%E5%AD%90" \o "原子" 原子を中心として、周囲に配位子が結合した構造を持つ化合物（金属錯体）を指す。ヘモグロビンやクロロフィルなど生理的に重要な金属キレート化合物も錯体である。また、中心金属と酸化数と配位子の電荷が打ち消しあっていないイオン性の錯体は錯イオンと呼ばれる。金属錯体は、有機化合物・無機化合物のどちらとも異なる多くの特徴的性質を示すため、現在でも非常にさかんな研究が行われている物質群である。
シアノコバラミン（Cyanocobalamin、コバラミン、obalamin）
ヒドロキソコバラミンともにビタミンB12とも呼ばれ、ビタミンの中で水溶性ビタミンに分類される生理活性物質である。化学式 C63H88O14N14PCo。分子量 1355.4 g/mol。
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B群ビタミンのひとつだが、12は見つけた順番を表す数字ではない。相継いで発見されたB群ビタミンと重複しないように大き目の数字を付けたらしい。 
シアノコバラミンは化合物を単離する際の人工産物で、喫煙者などの特殊な場合を除き、体内ではシアノコバラミンは存在していないと考えるのが普通になっている。

ポルフィリン類似のコリン環とヌクレオチドの構造をもつ、コバルトの錯体である。アミノ酸や脂肪酸の代謝および葉酸の生合成に用いられる。これ自体に補酵素活性は無く、生体内で補酵素型であるメチルコバラミンおよびアデノシルコバラミンに変換される。
クロロフィル
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クロロフィル (Chlorophyll) は光合成の明反応で光エネルギーを吸収する役割をもつ化学物質。
葉緑素（ようりょくそ）ともいう。4つのピロールが環を巻いた構造であるテトラピロールに、フィトール (phytol) と呼ばれる長鎖アルコールがエステル結合した基本構造をもつ。
環構造や置換基が異なる数種類が知られ、ひとつの生物が複数種類をもつことも珍しくない。
植物では葉緑体のチラコイドに多く存在する。天然に存在するものは一般にマグネシウムがテトラピロール環中心に配位した構造をもつ。マグネシウム以外では、亜鉛が配位した例が紅色光合成細菌 Acidiphilium rubrum において報告されている。
金属がはずれ、2つの水素で置換された物質はフェオフィチンと呼ばれる。抽出されたクロロフィルでは、化学反応によって中心元素を人工的に置換することができる。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クロロフィルａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ヘモグロビン（hemoglobin）
血液中の酸素を運搬する赤色色素タンパク質。血色素ともいう。Hb と略される。魚類から哺乳類にいたる脊椎動物に広く分布し，血液の赤血球中に存在する。ヒトの血液は1ml 中に約5×109個の赤血球を含み，1個の赤血球中には約2.8×108個のヘモグロビンが含まれている。環形動物などの非脊椎動物にも存在するが，血球中ではなく血漿(けつしよう)に直接溶けている。ヒトでは骨髄の赤血球細胞でつくられて，約120日間体内を循環する。　ヘモグロビンは分子量約6万4500で，4個のサブユニットから成る。各2本ずつの α と β ペプチド鎖である。各サブユニットは1個のヘムグループをもち，そのヘム鉄に酸素分子が結合して肺から各組織へ運搬される。酸素が結合する際，4個のヘムには相互作用が働き，結合は順を追って容易になる。つまり，1個酸素がつくと，すぐに他の三つのヘムも酸素を結合するようになる。逆に1個離脱すると，残りの酸素も離脱しやすくなる。その結果，酸素吸着曲線は S 字形になり，肺で十分に酸素を結合し，組織で容易に離脱させることが可能になる。また，溶液が酸性になると酸素を離脱しやすくなる(ボーア効果)。活動中の筋肉は多量の酸素を消費するが，その結果，血液が酸性になるので，より能率よく酸素が供給される。そのほか，組織の代謝産物である二酸化炭素と結合して，それを肺まで運搬するという重要な生理機能もある。ヘモグロビン分子の化学構造や生合成に遺伝的な異常があると，サラセミアなどの溶血性貧血を生じることが多い。
